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英語科学習指導案 

日 時 令和元年５月３１日（金）公開授業Ⅱ 

学 級 岩手大学教育学部附属中学校 

    ３年Ａ組 40名 

会 場 集会室 

授業者 大瀧 航 

 

１ 単元名 Lesson 2 France – Then and Now (NEW CROWN ENGLISH SERIES New Edition 3) 

 

２ 単元について 

（１）生徒観 

   これまで生徒は，日本の食文化やインドの言語・文化について学んできた。ALTの先生に地元のおす

すめのレストランを紹介したり，インドと日本の文化を比較して感想を伝え合ったりする言語活動を通

して，コミュニケーションの対象となる相手を具体的に想定した相手意識のある発表ができるようにな

ってきた。 

一方で，生徒の授業の様子から，正確性にこだわるあまり，あらかじめ準備した発表内容に依存する

姿や，相手の発話にフィードバックを返そうとする共感的なコミュニケーションの態度の不足を感じた。

実際，単元に入るにあたって行った意識調査では，「即興で英語のやり取りを行う」という項目に対し，

約６割の生徒が「不安を感じる」と答えた。 

そこで本単元では，前述した不安感の解消，苦手意識の克服のため，「ラグビーＷ杯出場国と日本との

間で交流されているものや人」という単元のテーマに向かって，自分の考えや事実を伝えることに加え，

質問に対する受け答えを通じて，やり取りを含む言語活動を繰り返し行っていく。話し手の一方的な発

表にせず，イラストをヒントに質問し合うことで，相手の考えや情報を引き出すことができるようにし

たい。単元の中の様々な言語活動で，原稿に頼らずに発話を繰り返すことによって，即興で英語のやり

取りを行うことへの自信をつけることを目指す。また，単元のテーマについて，情報を収集していく過

程で，ラグビーＷ杯出場国への関心を高め，興味をもって他国とも関わろうとする，主体的なコミュニ

ケーションを図る態度を育成したい。  

 

（２）教材観 

   本単元は，新『中学校学習指導要領解説外国語編』の目標「（３）話すこと［やり取り］ イ 日常的

な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を用いて伝えたり，相手か

らの質問に答えたりすることができるようにする」を中心に，「（５）書くこと イ 日常的な話題につ

いて，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を用いてまとまりのある文章を書くこ

とができるようにする」を統合的に学習できる単元と考える。 

   題材として，フランスと日本の文化交流の話題が取り上げられており，例として 19世紀のフランスの

芸術に影響を及ぼした日本の文化や，現在フランスで流行している日本の漫画が紹介されている。他国

との文化交流について知ることで，私たちが住む社会には，多種多様な文化が存在することを学ぶこと

ができる単元である。 

言語材料としては，現在完了形と疑問詞+ to 不定詞を学習する。現在完了形を学習することで，その

過去から現在までのつながりが感じられる奥行きのある表現が可能となる。また，疑問詞+ to 不定詞の

表現は，既に自分が知っていることや，尋ねたいことなどについて，より具体的に説明することができ

る便利な表現である。既習の事項と関連付けながら学習を進め，言語活動を通して適切に活用できるよ

うにさせたい。 
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（３）教科研究との関わり 

   本校英語科では，全体研究主題「Society5.0を生き抜く『人間の強み』を育む学びの構想」のもと，教

科研究主題を「互いの多様性を認め合い，共感的にコミュニケーションを図ることができる生徒の育成」

と設定し，育成を目指す資質・能力を，文部科学省が示した外国語科における「資質・能力」と，本校学

校教育目標「よく考え，誠をもって働く人間」に沿って整理し直した（教科論参照）。また，教科研究の

視点３点について，その手立てを４点掲げ，実践研究を進めていくこととした。 

単元のまとめの活動として，「ラグビーＷ杯出場国と日本との間で交流されているものや人についてや

り取りを行うこと，またやり取りを通じて知り得た情報をもとにレポートを書くこと」と定める。実際

の具体的なコミュニケーション場面における「見方・考え方」を働かせることができるように，相手や

題材，発信の方法を定めた上で，イラストなどを使うなど自分の考えを表現する時に補助となるものを

使わせたい。 

単元のまとめの活動に向かう過程では，教科論の研究内容にも示している通り，手立て１「指導・評

価計画の工夫」を軸とし，単元シートやルーブリックを用いながらコミュニケーションや題材について

スパイラルな振り返りを行い，「見方・考え方」を深化させたい。また，手立て３「『ホンモノ』題材の

活用」にある通り，自分たちが調べた国と日本との間で交流されているものや人について伝え合うとい

う言語活動を行う中で，身近にある題材の価値の再発見，他者を配慮し受け入れる寛容な態度を磨き，

様々な国の情報について交流される内容豊かなコミュニケーションを図ることへと繋げていきたい。 

 

 手立て１「指導・評価計画の工夫」（教科論より） 

 本校英語科では，新学習指導要領完全実施に向け，「資質・能力」との整合性を図りながら，「附属中

学校 CAN-DOリスト」および単元構想の修正，言語活動の分類や系統性，評価の時期や方法，回数等の

リンクを行い，３年間の見通しをもてるよう，年間指導計画の整理を行っている。文法シラバスに縛ら

れず，題材配列の組み直しや場面シラバスの洗い出しをすることで，どの学年のどの時期に，どのよう

な題材を配置し，どのような言語活動を通して資質・能力を育成していきたいか，教員が能動的に指導

計画を立てることが可能になる。また，各単元等のまとまりの中で身に付けさせたい見方・考え方につ

いて，題材の類似や相違，重点を置く資質・能力を明らかにすることで，広げたり深めたりする適正時

期を見極めることができる。 

しかし，教員のみならず生徒自身が，その内容を学ぶことで「何ができるようになるか」というイメ

ージをもつことが主体的な学びを可能にする。そこで，前期研究に引き続き，毎単元においては，最初

の１時間を学習の見通しと題材について興味をもたせる時間として設定し，単元の最後に行う表現活動

（パフォーマンステスト）の内容を生徒と共有する。単なる知識・技能の習得にとどまらず，「何のため

にその内容を学ぶのか」，その内容を学ぶことで「何ができるようになるのか」を生徒が分かった状態で

単元の学習を始める。生徒自身がこの時間に「何ができるようになれば良いのか」を考え，「めざす姿」

に向かって「見方・考え方」を働かせながら学びに向かわせたい。 

また，学びのプロセスの中で，前期研究の成果としても挙げた，ルーブリックを用いた質的向上を目指

す評価についても継続して行っていく。 

 

 手立て３「『ホンモノ』題材の活用」（教科論より） 

   英語は言葉であり，言葉は文化の表れである。英語という教科は，理科や社会などの内容教科と異な

り，教員による自由な題材選択の幅が広い。教科書に掲載されている豊かな題材を入口としながらも，

生徒の心を動かし感性を磨くような「ホンモノ」題材を積極的に取り入れ，授業の中で活用したいと考

える。世界を変えた名スピーチや目的・想いをもって創られた音楽，心揺さぶる映画や世界の諸問題に

ついて真剣に考えるきっかけとなる映像など，「ホンモノ」の熱量を感じさせたい。そのような生きた題

材を通して行われる意見交換やスピーチ，ディスカッションなどの言語活動は，生徒が実際に自分の考

えや気持ちなどを相手に伝えたくなるような，主体的に英語を用いてコミュニケーションを図ろうとす

る態度を養うに資するものであり，「真に思考力，判断力，表現力を育成するような言語活動」（中央教

育審議会答申）であると言える。「ホンモノ」を活用した，実質的な言語活動を行うことで，内容豊かな

コミュニケーションを図ることができる生徒を育成したい。 

また，学年を超えて互いの「ホンモノ」の考えや気持ちを交流することで，自己の学びの過程を振り

返ったり，見通しをもったりすることがより実感を伴って可能になる。そこで，授業の中で先輩の発表

映像を見せたり，「英作文集」を作成したりすることで，各学年で活用し学び合えるような仕組みづくり

についても検討を始めている。 
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３ 単元計画 

（１）育成を目指す資質・能力 

 知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力，人間性等 

英
語
科
で
身
に
付
け
る 

資
質
・
能
力 

・習得した外国語の

知識や技能を聞く

こと，読むこと，話

すこと，書くこと

による実際のコミ

ュニケーションに

おいて活用する

力。 

・コミュニケーションを行う目

的・場面・状況に応じて，言

葉の曖昧さに耐えながら，外

国語で柔軟に自分の考えを

伝え合う力。 

・相手を尊重し，傾聴や考えの深化・再

構築をしながら，外国語を用いて双方

向のコミュニケーションを図ろうとす

る力。 

・多様な話題に興味・関心をもち，自ら

の感性を磨きながら，外国語を用いて

豊かにコミュニケーションを図ろうと

する力。 

単
元
で
身
に
付
け
る 

資
質
・
能
力 

・他国と日本との間

で交流されている

ものや人について

の情報を話した

り，書いたりする

ことで習得した知

識や技能を活用す

る力。 

・他国と日本との間で交流され

ているものや人について，情

報を整理し，相手に分かりや

すく伝える力。 

・相手が示した情報に応じて，

それに関連した質問や考え

を述べ，内容を深めながら，

対話を継続・発展する力。 

 

・他国と日本との間で交流されているも

のや人についての情報や考えを相手に

分かりやすく伝えようとしたり，相手

の話について主体的にやり取りをした

りする力。 

・他国と日本との間で交流されているも

のや人について，興味・関心をもち，

自ら調べたり，相手から吸収したりし

て，追究しようとする力。  

 

（２）指導目標 

①他国と日本との間で交流されているものや人について，調べたことを分かりやすい英語で伝え合うこ

とや，相手が話したことについて質問や考えを適切に述べることができるようにする。 

【思考・判断・表現】 

②他国と日本との間で交流されているものや人について伝え合ったことを整理し，まとまりのある文章

を書くことができるようにする。                【思考・判断・表現】 

③他国と日本との間で交流されているものや人について伝え合うために，必要な言語材料について正し

く理解させ，適切に使わせる。      【知識・技能】 

④聞き手，話し手が相互に配慮し合い，共感的にコミュニケーションを図る態度を養う。 

                                【主体的に学習に取り組む態度】 

 

（３）評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①単元で学習する言語材料（現 

在完了形，疑問詞+ to 不定詞） 

を含む文について，形，意味， 

使い方を理解しており，実際の 

場面で使う技能を身に付けて 

いる。 

①他国と日本との間で交流されてい

るものや人について，相手の質問に応

じながら，分かりやすい英語で伝え合

うことができる。    【話すこと】 

②やり取りした情報を整理した上で，

自分の考えやそれらを取り巻く状況

などについて，まとまりのある文章を

書くことができる。  【書くこと】 

①自分が調べたものについて，情

報を整理し，分かりやすく伝えよ

うとしている。 

②相手の話に興味を示しながら，

質問や考えを述べようとしてい

る。 

③言語活動について関心をもち，

自分の考えや気持ちについて主体

的に相手と交流している。 

 

（４）単元に該当する指標形式の目標（本校 CAN-DO リストから抽出） 

話すこと 

（やり取り） 

補助となる絵やものを用いて，他国と日本との間で交流されているものや人，ALTの先生や

留学生についての情報を，分かりやすい英語で交流することができる。 

書くこと 自分のモットーや他国と日本との間で交流されているものや人について，事実や考えを整理

し，まとまりのある文章を書くことができる。 
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（５）指導計画及び評価計画 

時 学習課題 ・学習内容 ◆指導の留意点 ★フィードバック 
関連する評価の観点 見とりの視点 

【評価方法】 知技 思判表 態度 

1 

Let’s think about foreign culture. (Introduction) 

・本単元のゴール（ラグビーＷ杯出場国と日本との間で交流されて

いるものや人についてのやり取りとレポート）を知る。 

・単元の学習の流れを確認する。（単元シート） 

◆単元の学習を通してつけたい力について考える。 

 ① ③ 

ゴールの場面を想起し，ま

とめの活動で必要な視点・

ポイント（＝工夫）につい

て自ら考えているか。 

【単元ナビ】【観察】 

2 

Let’s become Marie Dupont. (GET1-1) 

・現在完了形(肯定文)を含む文の使い方を，教科書本文を通し

て理解する。 

・教科書本文の内容を理解する。 

・教科書本文を暗唱する。 

◆穴あき音読シートなどを活用して，段階的に進める。  

①  ③ 

主体的に音読活動に取り

組んでいるか。 

【観察】【後日ペーパーテ

スト】 

3 

Let’s introduce yourself. (GET1-2) 

・現在完了形(肯定文)を含む文の構造を理解する。 

・現在完了形(肯定文)を含む文をつくる練習をする。 

・自己紹介の中で，現在完了形を用いて表現し，英語で交流

する。 

◆コミュニケーションが苦手な生徒への声がけ，支援を行う。 

①  ③ 

習得を目指す言語材料を，

積極的に言語活動で活用

しているか。 

【観察】【後日ペーパーテ

スト】 

4 

Let’s ask questions to Ms Dupont. (GET2-1) 

・現在完了形(疑問文)を含む文の使い方を，教科書本文を通し

て理解する。 

・教科書本文の内容を理解する。 

・教科書本文をアレンジしてＱ＆Ａを行う。 

◆本文の中で考えられる質問を共有しながら進めることで，

質問する力を高める。 

①  ③ 

習得を目指す言語材料を

活用しながら，主体的に言

語活動に取り組んでいる

か。 

【観察】【後日ペーパーテ

スト】 

5 

Let’s ask questions to friends about the introduction. 

(GET2-2) 

・現在完了形(疑問文)を含む文の構造を理解する。 

・現在完了形(疑問文)を含む文をつくる練習をする。 

・趣味や好きなことについて，現在完了形を用いて英語で交流する。 

◆コミュニケーションが苦手な生徒への声がけ，支援を行う。 

★単元ナビの振り返りに対する個人内評価を行い，肯定的な

フィードバックを行う。 

①  ③ 

習得を目指す言語材料を，

積極的に言語活動で活用

しているか。 

【観察】【後日ペーパーテ

スト】 

6 

Let’s read the article about Japanese culture in France. 

(USE-Read 1) 

・教科書本文の内容を読み取る。 

・昔と今のつながりに注目して，どのような表現を使ってい

るか確認する。 

◆ペアで協力しながら読み取りを行わせ，内容の理解を促進する。 

①  ③ 

主体的に音読活動や読み

取りに取り組んでいるか。 

【観察】 

7 

Let’s think about French culture in Japan. (USE-Read 2) 

・本文の内容を要約する。 

・日本に存在するフランスの文化について交流する。 

◆文化交流がなされる理由について考えさせる。 

★単元ナビの振り返りに対する個人内評価を行い，肯定的な

フィードバックを行う。 

 ① ③ 

文化交流についての自分

の考えをもち，積極的に伝

え合っているか。 

【単元ナビ】【観察】 

8 

Let’s learn foreign cultures. (まとめ-1) 

・ラグビーワールドカップに出場する国との文化交流につい

て調べる。 

◆グループ別に調べさせる。 

 ① ③ 

他国との文化交流について

関心をもち，主体的に調べ学

習に取り組んでいるか。 

【観察】 
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本
時 

9 

Let’s talk about the rugby world-cup countries. (まとめ-2) 

・自分が担当した国と日本との交流されているものや人につ

いて分かりやすく伝える。 

・英語での質問を通じて，情報を得る。 

◆英語でのやり取りを促進するために視覚的な情報を活用さ

せる。 

 ① 
① 

② 

自分が調べたものについて，

情報を整理し，分かりやすく

伝えようとしているか。 

相手の話に興味を示しなが

ら，質問や考えを述べようと

しているか。【観察】 

10 

Let’s talk about the rugby world-cup countries.  (まとめ-3) 

・前時とは異なる人とグループを組み，交流する。 

・英語での質問を通じて，自分が必要な情報を得る。 

◆英語でのやり取りを促進するために視覚的な情報を活用させる。 

★単元ナビの振り返りに対する個人内評価を行い，肯定的な

フィードバックを行う。 

 ① 
① 

② 

自分が調べたものについて，

情報を整理し，分かりやすく

伝えようとしているか。 

相手の話に興味を示しなが

ら，質問や考えを述べようと

しているか。【単元ナビ】【後

日パフォーマンステスト】 

11 

Let’s write the report. (まとめ-4) 

・前時の学習を受けて，感じたことや考えたことについて話す。 

・前時に伝え合った内容を整理し，まとまりのある文章を書く。 

★単元ナビの振り返りに対する個人内評価を行い，肯定的な

フィードバックを行う。 

 ② ① 

他国と日本について伝え合

ったことを整理したうえで，

自分の考えを英語で分かり

やすく伝えることができる

か。【英作文】 

12 

Review the Lesson 2. (単元テスト) 

・単元テストを行い，語句や文法の定着を確かめる。 

・単元の学習の振り返りを行う。（リフレクションシート） 

◆単元の学習を通してできるようになったこと，成長したことを共有する。 

① ②  

単元で学習する言語材料を

含む文について，形，意味，

使い方を理解しており，実際

の場面で使う技能を身に付

けているか。【単元テスト】 

後

日 

 

＜ペーパーテスト＞ 

・文化交流に関しての初見の説明文を読み，内容理解を問う

問題。 

・場面を与えて，適当な表現を書く問題。 

＜パフォーマンステスト＞ 

・ＡＬＴと自分が調べた国についてのやり取りをする。 

 

① ①  

単元で学習した言語材 

料について理解し，適切に 

使うことができるか。 

【ペーパーテスト】 

他国との文化交流につい

て調べたことを整理した

うえで，自分の考えを英語

で分かりやすく伝えあう

ことができているか。 

【パフォーマンステスト】 

※網掛け部分が単元のメインとなる評価場面。 

（６）パフォーマンス評価に使用するルーブリック評価表 
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４ 本時について 

（１）主題 Let’s talk about the rugby world-cup countries. 

 

（２）指導目標 

  ・ラグビーＷ杯出場国と日本との間で交流されているものや人についての関心をもち，話された内容に

対しての質問やその応答を積極的に行なわせる。 

 

（３）評価規準 

①自分が調べたものについて，情報を整理し，分かりやすく伝えようとしている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

②相手の話に興味を示しながら，質問や考えを述べようとしている。  

【主体的に学習に取り組む態度】 

 

（４）授業の構想 

本時は単元のまとめの活動のための情報収集の時間である。グループ毎に，ワールドカップで来国す

る国と日本で交流されているものや人について調べた内容を英語で伝え合う。生徒の意欲を喚起し，Ｑ

＆Ａややり取りを活発にさせるために，調べた国を伏せ，国当てゲームの形式で伝え合いを行う。イラ

ストをヒントに質問をし合うことや，その応答をすることで，即興で英語のやり取りを行うことを目指

す。 

導入では，実際に生徒と教師でラグビーＷ杯出場国の一例を取り上げ，やり取りのモデルを共有する

ことで，生徒に活動の見通しをもたせる。質問の振り方や答え方について確認をすることで，グループ

活動をスムーズに進行させることができると考える。 

展開では，同じ国について調べた人が同グループにならないようにし，国当てゲームを行う。インフ

ォメーションギャップをつくることで，交流をする必然性を生み出し，自然なやり取りの状況ができる

ようにしたい。やり取りの時間の後に，グループの一人が得た情報についてリテリングを行うことで，

聞き手の積極的な参加を促すとともに，グループで得た情報をメンバー全員で共有する。また，どのよ

うに質問をすることでより深い内容の会話となるか，グループで考える機会を設けて，やり取りの質的

向上を図りたい。  

終結では，交流を通してラグビーＷ杯出場国と日本との間で交流されているものや人について学んだ

ことや，質問やその応答をする際に気を付けたいことなどを振り返る。やり取りを通じて学んだことを

共有することで，英語で自分の考えや事実を伝えるだけでなく，即興でのやり取りができたという達成

感を実感させたい。 
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（５）本時の展開 

段階 
学習内容および学習活動 

・予想される生徒の反応等 

時間

(分) 

指導上の留意点および評価 

・指導上の留意点 ○評価 

導

入 

０ ３分前学習 

・英語の歌”The Nights”を歌う。 

１ あいさつ 

２ Teacher Talk 

・ラグビーＷ杯出場国について確認をする。 

・その中の一国について国当てゲームを行うことで活動の見

通しをもつ。 

３ ゴールの確認 

・本時のねらいを共有する。 

  

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

・ゲームの流れを理解できる

ようにする。 

展

開 

 

４ 交流 

・調べた国が異なる人との国当てゲームを行う。（２分間） 

・その後，各グループの一人が，その国の情報についてリテリ

ングを行う。 

First try 

・一回目の国当てゲーム終了後に，やり取りの質を向上さ

せるために必要なことを考える。 

 

Second try First try をふまえて，二回目を行う。 

・どんな質問をすることができたか共有する。 

 

Third try Second try をふまえて，三回目を行う。 

・いくつかのグループのリテリングを聞く。 

 

Forth try Third try をふまえて，四回目を行う。 

・今までのポイントを確認して，内容豊かなやり取りを行

う。 

 

Fifth Try 

・聞き足りなかった情報について自由に質問する。 

 

 

30 

 

 

 

 

 

 

・ゲームのルールを確認す

る。原稿や日本語に頼らない

やり取りを促す。 

 

 

 

 

①自分が調べたものについ

て，情報を整理し，分かりやす

く伝えようとしている。      

【態度】 

②相手の話に興味を示しなが

ら，質問や考えを述べようと

している。 

【態度】 

【

主

体 

終

結 

５ 学びの振り返り（Reflection） 

・本時を振り返っての学びの振り返りを記入する。 

６ 次時の確認 

・単元末のゴールを再度確認する。 

７ あいさつ 

10 ・ゲームを通じて学んだこと

を確認し，英語でやり取りを

することに対しての喜びを感

じさせたい。  

 

Let’s talk about the rugby world-cup countries. 


